
第２ふれ愛隊の話し合いの様子 男性の参加者が多い健康教室手料理を楽しみながらの「なんでも語ろう会」

ヨ
ガ
教
室

　

認
知
症
予
防
の
サ
ロ
ン
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る「
ヨ
ガ
教
室
」

は
、
毎
月
１
回
、
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
す
。
講
師
は
民
生
委
員
が
行
い
、

毎
回
、
10
人
程
度
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
す
。

「
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」

　

十
数
年
前
、
男
性
発
案
で
始
め
た

「
な
ん
で
も
語
ろ
う
会
」は
、
毎
月
第

３
土
曜
日
に
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
内
会
の
役
員
が
食
材
を
持

ち
寄
っ
て
手
作
り
し
た
料
理
を
前

に
、
５
０
０
円
の
参
加
費
で
、「
食

べ
放
題
、
飲
み
放
題
、
歌
い
放
題
」

と
銘
打
ち
、
意
見
交
換
を
行
い
、
交

流
を
深
め
ま
す
。

　

以
前
は
男
性
ば
か
り
の
会
で
し
た

が
、
昨
年
末
ぐ
ら
い
か
ら
女
性
も
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
回

20
〜
30
人
が
集
ま
り
、
大
変
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
会
で
は
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
聞
き
出
し
、
生
み
出
す
場

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
の
大
半
は
70
歳
以
上
。
い

つ
も
参
加
し
て
い
る
人
が
い
な
い

と
、
メ
ン
バ
ー
が
心
配
し
て
連
絡
す

る
の
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
会
を
通
し
て
安
否
確
認
も
行
わ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

寿
２
丁
目
は
市
街
地
に
あ
り
ま
す

が
、
周
辺
の
町
内
会
の
中
で
最
も
高

齢
化
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
寿
２
丁

目
町
内
会
で
は
、
高
齢
化
の
対
応
を

喫
緊
の
課
題
と
し
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

寿
２
ふ
れ
愛
隊

　

民
生
委
員
の
支
援
を
受
け
て
い
な

い
高
齢
者
で
も
、
寿
２
丁
目
町
内
会

で
は
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
独

自
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
を
基

に
、「
寿
２
ふ
れ
愛
隊
」
が
、
対
象
者

に
対
し
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

民
生
委
員
を
は
じ
め
、
保
健
推
進

地
域
協
力
員
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
計
10
人
の

女
性
メ
ン
バ
ー
で
、
月
に
２
回
、
対

象
者
宅
を
訪
問
し
、
声
掛
け
や
相
談

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
教
室

　

も
と
も
と
市
が
行
っ
て
い
た
健
康

増
進
事
業
を
、
事
業
終
了
後
も
町
内

会
が
そ
の
ま
ま
独
自
の
活
動
と
し
て

継
続
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

年
に
７
回
、
寿
２
丁
目
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
誰
で
も
参
加
可
能
で

す
が
、
講
師
の
関
係
で
平
日
に
開
催

し
て
い
る
た
め
、
参
加
者
は
仕
事
を

持
た
な
い
高
齢
者
が
多
く
、
結
果
的

に
高
齢
者
の
集
い
の
場
と
し
て
役

立
っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
参
加
者
が

多
い
の
が
特
徴
で
、
他
の
町
内
会
で

は
み
ら
れ
な
い
大
変
珍
し
い
傾
向
で

す
。

寿
２
丁
目
町
内
会

寿
２
丁
目
町
内
会

「語る会」を絆づくりに
　「なんでも語ろう会」は寿２丁目町内会独自の素晴
らしい会です。もっと若い人にも来てもらうよう声掛
けを行い、世代を越えて、顔をつなぐ場にしたいと
思っています。
　その根底にあるのは「防災」です。今年度は町内会
独自の防災マニュアルも作り上げる予定でいますが、
今後高齢化が更に深刻化する中で、不測の事態が発生
した時に、町内会全体で対応する必要があると感じて
いるからです。
　そのためには相互の絆が必要です。「語る会」は、
その端緒になればいいと思っているのです。
　「隣は何をする人ぞ」ではなく、まずは「語ろう会」
でお互いの顔を知り、次第にお互いに協力し合えるよ
うになればいいと思います。
　「相互の絆」・「共助の精神」が、多くの人に芽生え
ることを目標に、今後も様々な行事を企画したいと
思っています。
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寿
２
丁
目
町
内
会 

会
長

西
之
園 

孝こ
う
い
ち一 

さ
ん

 

公
民
館
の
ふ
す
ま
に
は
、
所
狭
し
と

活
動
の
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る

こそ、先進的に行うことができました。
　これは、民生委員と町内会が意思疎通に努め、相談
や議論を行い、協力し合う体制が整っているからだと
思っています。
　また、地域全体で「福祉」に取り組むには、同じ町
内会に暮らす人々が交流し、お互いに人を知ることが
必要です。３世代が集う「世代間交流グラウンドゴル
フ」をはじめ、高齢者と子ども会が一緒に手作り品を
作ったり、子ども育成会主体の十五夜に、高齢者組織
である「鶴

かくれいかい

令会」が月見団子を作ったりと、様々な「ふ
れあい」の場が設けられています。
　町内会で行われている様々な福祉活動は、参加者の
「生きがい」になっており、すべてがつながっていま
す。
　何かあれば対応するという意識や姿勢が打馬町内
会の魅力。「地域に見守られている」と感じられる町
内会になればいいと思っています。

「地域に見守られている」と感じられる町内会に

　町内会に住む方々には、地域で元気に暮らして欲し
いと思っています。そのためには、サロン活動などを
通して、まず公民館に出向いてもらうことです。
　打馬町内会のサロン活動は、民生委員が主体となっ
て市内でいち早く立ち上げられたもの。見守り活動や
徘徊模擬訓練、認知症カフェなども、高齢化が進む中
で、民生委員による提案などを受け、以前から町内会
が地域全体の取り組み課題としてとらえていたから

打
馬
町
内
会 

会
長

池
﨑 

淑よ
し
お夫 

さ
ん
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公
民
館
の
黒
板
に
は
、
町
内
会
の

様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
行
事
計
画
等

を
書
き
残
し
て
い
く

「
私
の
作
品
展
」

　

打
馬
公
民
館
で
毎
年
10
月
に
開
催

し
て
い
る「
私
の
作
品
展
」
は
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
成
果
を
は
じ

め
、
生
涯
学
習
や
趣
味
の
発
表
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
や
趣
味
を
外
へ
発
表

す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
、

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
趣
旨
と
し

て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
出
品
者
が
来
場
者
に
作

品
の
説
明
を
し
た
り
、
収
穫
し
た
野

菜
等
を
来
場
者
に
配
っ
た
り
、
な
ご

や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練

の
実
施

　

平
成
26
年
５
月
、
打
馬
町
内
会
で

高
齢
者
徘
徊
模
擬
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、認
知
症
の
人
が
徘
徊
し
、

行
方
が
分
ら
な
く
な
っ
た
場
合
を
想

定
し
て
、
町
内
会
や
民
生
委
員
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
が
協
力
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
徘
徊
者
を
捜
索
す
る
も
の

で
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
町
内
会
単

位
で
行
わ
れ
た
の
は
、
市
内
で
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。

　

実
施
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
実
際
に
町
内
会
で
行
方
不
明
者

が
出
て
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
こ

と
と
、
先
に
市
が
実
施
し
た
訓
練
に

参
加
し
た
際
、
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
実
施
し
た
い
と
感
じ
た
こ
と
。

　

町
内
会
の
地
域
福
祉
活
動
へ
の
熱

い
思
い
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す

が
、
町
内
会
主
体
の
訓
練
実
施
に
よ

り
、
町
内
会
で
は
、
地
域
の
見
守
り

体
制
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
充
実
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
で
き
た

と
し
て
い
ま
す
。

打
馬
あ
ん
し
ん
安
全
見

守
り
隊

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
孤
立

死
や
事
故
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

平
成
23
年
２
月
、
市
内
で
初
め
て
の

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」組

織
と
な
る「
打
馬
あ
ん
し
ん
安
全
見

守
り
隊
」が
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
守
り
隊
は
、
民
生
委
員
を
中
心

に
、
協
力
す
る
地
域
住
民
か
ら
な
る

組
織
。
高
齢
者
等
の
安
否
確
認
の
た

め
の
見
守
り
・
声
掛
け
活
動
や
、
ゴ

ミ
出
し
・
電
球
交
換
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
へ
の
生
活
支
援
を

行
う
の
が
主
な
活
動
で
す
。

　

隊
員
は
30
人
以
上
。
見
守
り
が
必

要
と
さ
れ
る
高
齢
者
等
一
人
ひ
と
り

に
、
担
当
す
る
隊
員
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

定
期
的
に
行
わ
れ
る
会
合
で
は
対

象
者
の
見
直
し
や
方
向
性
の
確
認
等

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応
じ

て
、
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
を
招

き
、
情
報
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
内
会
で
は
、
15
人

程
の
メ
ン
バ
ー
で
、「
う
つ
ま
げ
ん

き
な
〜
」
と
い
う
月
1
回
の
見
守
り

活
動
も
行
わ
れ
て
お
り
、
高
齢
者
等

を
守
る
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
が
二
重

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

初の試みに多くの関係機関が
参加した徘徊模擬訓練

「私の作品展」は住民の発表の場
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